
新年最初の消防団員の勇姿を見よ！
第 71 回益城町消防団出初式

　益城町消防団出初式が 1 月 19 日に開催されました。
　９年ぶりに町民グラウンドでの開催となった今回、町
消防団 5 分団が対抗で２つの競技を競いました。
　まず、団員の規律や所作を検査する通常点検では、団
員が一糸乱れぬ部隊行動を披露。続いて、火点（的）を放
水で倒すタイムを競う標的倒し競技では、団員が積載車
と共に全力疾走し、迅速かつ正確にホースを連結して、
火点めがけて放水しました。
　競技の結果、通常点検は第３分団（木山校区）が、標的
倒し競技は第５分団（津森校区）が優勝しました。　

1  指揮者の号令で一斉に
敬礼「かしらー中！」 2  動
作の正確さ、機敏さを競う
通常点検 3  火点へ放水 4  
5  スタートの合図で火点

に向けて全力疾走！ 正確
に速く！ 6  会場にはたく
さんの来場者が詰め掛けま
した。中には消防署員のユ
ニフォームを着た男の子も
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　令和 6 年 4 月、「障害者差別解消法」が改正され、事業

者による障がいのある人への「合理的配慮※の提供」が義

務化されました。障がいのある人もない人も、互いにそ

の人らしさを認め合いながら共に生きる社会の実現のた

め「不当な差別的取り扱いの禁止」、「合理的配慮の提供」

を掲げ、共生社会を実現することを目的としています。
※�行政機関や事業者が事務・事業を行う際、障がいのある人から、

社会の中のバリアを取り除くために何らかの対応を求められた
とき、負担が重すぎない範囲で対応するもの

事業者も合理的配慮の提供義務化　

合理的配慮には「建設的対話」が必要
　申し出への対応が難しい場合でも、障がいのある人と

事業者などの双方が持っている情報や意見を伝え合い、

共に解決策を検討していく「建設的対話」に努めることで、

目的に応じて代わりの手段を見つけることができます。

県の出前講座

　「障害者差別解消法」の概要や、そもそも障がい

にはどんな種類があるのか、どんな接し方をした

らいいか、どんなことが差別に当たるかなど、さ

まざまな疑問を分かりやすくご説明します。

　出前講座の申し込みや、法律の内容など詳しく

は県ホームページをご確認ください。

問 出前講座に関すること
　 県障がい者支援課
　 ☎ 333 ‐ 2236、333 ‐ 2244
　 M  tokuteisodan@pref.kumamoto.lg.jp
　 この記事に関すること
　 役場福祉課 障がい支援係　☎ 286 ‐ 3115

　４月から、保健福祉センターはぴねす２階「健康

づくりルーム」の昼休所時間が変わります。

【変更前】正午～午後１時

【変更後】午後 0 時 30 分～１時 30 分
　健康づくりルームには、エアロバイクやストレッ

チマシン、トレーニングマシンなどを設置してい

ます。専門スタッフが常駐していますので、お気

軽にお越しください。
※初めて利用する場合は、講習の受講が必要です（予約制）。

健康づくりルーム昼休所時間変更
利用料金　１回（２時間）200 円
問 保健福祉センターはぴねす　 ☎ 234 - 6123

月 火 水 木 金 土 日

ルーム開所時間 　  午前9時～
　  午後6時

　  午前9時～
　  午後6時

　  午前9時～
　  午後9時

　  午前9時～
　  午後6時

　  午前9時～
　  午後6時

　  午前9時～
　  午後6時 　　　休

　国民年金保険料は、スマートフォンアプリを使用した電子

決済での納付が利用できます。

　対象のアプリなど詳しくは、日本年金機構

ホームぺージをご覧ください。

スマートフォンアプリで納付　国民年金保険料

①�決済アプリで氏名、生年月日などを登録する

②�納付書のバーコードを読み取る

③決済内容を確認する

④パスワードを入力する

�国民年金保険料納付書／スマートフォン／対象の決済アプリ

※�バーコードが印字されていない納付書は利用できません。�

必要なもの

問 熊本東年金事務所　 ☎ 367 - 8144
　 役場健康保険課 保険年金係　☎ 286 - 3113

決済の流れ

1  横転した車から要救助
者をクレーンで救出 2  防
災士が防災倉庫の資機材
について説明 3  マンホー
ルトイレの組み立て訓練 
4  要救助者を背負って救
助 5  車のドアを切断し、
倒壊した家屋につぶされ
た車内に取り残された要
救助者を救助
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地域ぐるみで防災力強化
令和 6 年度益城町総合防災訓練

　令和 6 年度益城町総合防災訓練が 2 月 2 日、飯野小
で実施されました。
　熊本地方で震度 6 弱の地震が発生したという想定
で、防災関係機関と地域住民など約 410 人が参加。消防、
警察、自衛隊が川に転落した車や倒壊した家屋（想定）か
ら人を救出する訓練の他、避難所開設やマンホールトイ
レの組み立て訓練などが行われました。
　参加者たちは訓練に参加したり、展示ブースを回った
りしながら、地震への備えを再確認しました。
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